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萱橋小

羽川小

豊田北小

羽川西小

豊田南小

小山城北小

小山城東小

小山城南小
小山城南中

■ ４ 小中学校の学区（現在の学区と学区再編案） ■ ５ 学校の適正規模と通学距離

　よりよい学習環境や生活環境をつくるとともに、国が定める標

準規模や本市の学校規模の適正化の必要性を踏まえた適正規模を

設定します。

　また、通学で体力的・精神的に疲労し、学校生活での学習意欲

や活動に影響を与えないことと、交通手段、通学の安全性などに

考慮した通学距離を設定します。

１）学校の適正規模

 ① 小学校の適正規模

　全学年でクラス替えやグループ学習等の充実を図ること

ができ、学年に複数の教員が配置できる１２学級以上１８

学級以下（１学年２～３学級）が望ましい。

 ② 中学校の適正規模

　小学校と異なり教科担任制となるため、教員配置の視点

から主要５教科に複数の教員が配置でき、全教科専任教員

が配置できる９学級以上１８学級以下（１学年３～６学級

）が望ましい。

２）通学距離

 ① 小学校の通学距離

　国の法令において「小学校にあってはおおむね４キロメ

ートル以内であること」と示されており、本市の小学校は

概ね国の基準を満たしていることから、「小学校にあって

はおおむね４キロメートル以内となること」が望ましい。

 ② 中学校の通学距離

　国の法令において「中学校にあってはおおむね６キロメ

ートル以内であること」と示されており、本市の中学校は

概ね国の基準を満たしていることから、「中学校にあって

はおおむね６キロメートル以内となること」が望ましい。

　なお、学区・学校の再編により通学距離が遠距離になる

場合は、通学手段の確保などの支援策を検討することが必

要です。

 ■ 学校の適正規模と通学距離の基本的考え方

小山市学校適正配置等に関する提言書【概要版】

中学校

小学校
１２～１８学級

（学年２～３学級）

９～１８学級
（学年３～６学級）

おおむね
６ｋｍ以内

おおむね
４ｋｍ以内

城南地区新設校設置
と学区新設

旭小学区に小山城東
小学区の一部を編入

喜沢南部自治会を主とする大字喜沢
南部の一部を羽川小・桑中学区から
若木小・小山中学区に編入

豊田南小と豊田北小を統廃合し、
豊田中との小中一貫教育に適した
位置に新設校を設置

大字粟宮の一部（ＪＲ西側で小山
環状線北側）を間々田小学区から
小山第三小学区に編入

大字粟宮の一部（ＪＲ東側で小山
環状線北側）を間々田小学区から
小山城南小学区に編入

大谷東小学区の一部を
大谷南小学区に編入

福良小、梁小、延島小を、
校地を福良小として統合

寒川小、穂積小、中小を
統廃合し、美田中との小
中一貫教育に適した位置
に新設校を設置

城南地区新設校設置
と学区新設

旭小学区に小山城東
小学区の一部を編入

喜沢南部自治会を主とする大字喜沢
南部の一部を羽川小・桑中学区から
若木小・小山中学区に編入

豊田南小と豊田北小を統廃合し、
豊田中との小中一貫教育に適した
位置に新設校を設置

大字粟宮の一部（ＪＲ西側で小山
環状線北側）を間々田小学区から
小山第三小学区に編入

大字粟宮の一部（ＪＲ東側で小山
環状線北側）を間々田小学区から
小山城南小学区に編入

大谷東小学区の一部を
大谷南小学区に編入

福良小、梁小、延島小を、
校地を福良小として統合

寒川小、穂積小、中小を統廃合し、
美田中との小中一貫教育に適した
位置に新設校を設置
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